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JAグループ神奈川ＴAＣ・担い手担当者パワーアップ大会
優良事例発表３人を表彰 神奈川農業が生み出す多様な品目がバイヤーをお出迎え
　農産総合課は、県内のＴＡＣ・担い手訪問活動の優良
事例や課題を共有し、相互研さんを図ることを目的に
２月２６日、「ＪＡグループ神奈川ＴＡＣ・担い手担当者パ
ワーアップ大会」を厚木市内で開催した。会場にはＪＡ
職員、県連合会職員など、約１３０人が集まった。
　発表では県内ＪＡ・連合会より選ばれたＴＡＣ・担い手
担当者１０人が登壇した。それぞれ訪問活動によって気
付いた課題、解決策を模索する過程、その成果を力強
くアピールした。
　「ＴＡＣの訪問活動に取り組む姿勢」や「担い手の課
題に沿った提案内容」、「地域生産振興への反映」など
を厳正に審査した結果、「世界初ピーマン革命」を発表
したＪＡ湘南・濱端興樹氏、「堆肥で収益確保！牛糞堆
肥の高付加価値化による地域循環型農業の実現に向け
て」を発表したＪＡよこすか葉山・安藤秋徒氏、「農業
を魅力ある産業にするための挑戦！！～いちご生産者
×ＪＡ×プロスポーツチーム三位一体となった新たな
取り組みによる化学反応～」を発表したＪＡセレサ川
崎・角田良介氏の３人が最高賞のＴＡＣ表彰に輝いた。

　審査を務めたＪＡ神奈川県中央会　青木哲也農業く
らし対策部長は、「いずれの発表も地域の課題を的確に
とらえた上で、自分に何ができるかを考え、提案し、
解決を図っていく取り組みであると感じた。それぞれ
大変素晴らしいもので、今後のＴＡＣ活動に多くの示唆
を与えるものであった」と講評。平本光男運営委員会
会長は「ＴＡＣ・担い手担当者は農家手取りの最大化、
生産振興による地域活性化、ＪＡ経営基盤の確立など 
ＪＡグループを取り巻く課題の解決に向け最前線で活
躍している。今回の発表や今後の活動に期待したい」
とコメントした。

生産者と実需者をつなぐ商談会
かながわ農林水産品マッチング商談会2024
　２月６日、ＪＡグループ神奈川と神奈川県が共催する「か
ながわ農林水産品マッチング商談会２０２4」が横浜市技
能文化会館で行われた。生産者やＪＡなど３4団体が出展

（HP上のみの出展含む）、県産の農畜水産物やその加工品
１００品目をバイヤーにアピールした。
　今回で７回目を迎えた同商談会は、県内の農業生産者
や加工事業者と、県内実需者を結ぶことで、地産地消の
推進や農家の所得向上を目的に行われている。
　事前に商談予約を受け付け、当日は小売業者やホテルな 
ど２１社が来場した。飛び込みでの商談のセッティングも多 
く見られ、出展者は自慢の商品につい 
て試食を交えつつ魅力を伝えた。実
需者からも商品の特徴や旬の時期に
ついて質問をして情報交換を行った。
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　近年、他産地の作付面積の増加に伴
い、春トマトの市場出荷価格の低迷が続
いている。管内のトマト農家からも市場
価格低迷により経営状況（売り上げ）が
毎年落ちているとの相談を受け、春トマ
トに代わる代替品目（種無しピーマン）
の作付提案を行った。５人に作付けを提
案し栽培指導や販売まで手がけ、世界初
の種無しピーマン出荷組合を立ち上げ
るまでに至った。
　栽培も順調であり、加えて種苗代のコ
スト削減の観点から年１回の定植に切
り替え、切り戻し栽培を確立した。
　またＪＡ神奈川県信連と連携し、生産
者１人を対象とした事業性評価を実施
し、経営状態を把握することで、新たな
提案やアドバイスを行うことができた。

　ＴＡＣ訪問先であるＡ牧場にて、①堆
肥が売れない②堆肥になるまでの期間
もかかるとの相談を受けた。堆肥の利用
はペレット堆肥や堆肥混合肥料の台頭
により減少傾向にある。発酵期間の短縮
を狙い畜産系会社の高額な腐熟促進剤
Ｂを利用しているが効果が見られない。
そこで堆肥の発酵期間短縮と付加価値
化による需要増を狙い、畑作向けに出
回っている残さ処理剤Ｃを堆肥の腐熟
促進に利用してはどうかと提案を行っ
た。結果、腐熟期間を4週に短縮、経費
を年間4０万円超削減、また需要増が見
込めた。今後は他の畜産農家への提案を
行い、管内での堆肥の利用度を上げる。
また堆肥→作物→加工→エコフィード
の地域循環を目指す。

　「かわさきいちご」はいちご狩りや個
人直売所で人気のブランドである一方、
販路開拓・顧客創出といった消費者への
プロモーションを含む生産者への支援
策について課題を抱えていた。そこで、
地元プロサッカーチームの川崎フロン
ターレと連携したスタンプラリーや、セ
レサモスへの出荷数増加と農業所得の
向上を目的としたフェアを開催した。ま
た、これらをきっかけに川崎フロンター
レ、川崎ブレイブサンダース、NEＣレッ
ドロケッツといった競技を越えたプロ
スポーツチームとのシールラリーも開
催した。今後も商業・教育・福祉などの
多様な主体との連携をさらに進め、市内
農業や市内産農産物への社会的な価値
向上を通した、農業所得の向上や農業生
産の拡大を目指す。

第18回JAグループ国産農畜産物商談会
　２月２8日・２9日の期間、「第１8回ＪＡグループ国
産農畜産物商談会」が東京都立産業貿易センター浜
松町館にて行われた。全国各地のＪＡ、農業法人など
の団体が出展し、ＪＡ全農かながわは湘南ゴールドや
早春キャベツ、やまゆり牛など神奈川ならではの多
様な特産品約３０品目をバイヤーにアピールした。
　本商談会はＪＡ全農・ＪＡバンクが主催、農林水産省
が後援しており、両日併せて１,8１8人の来場者数を
記録した。ＪＡ全農かながわは大型のブースを設け、
目を引く色とりどりののぼりを配置。多くのバイ
ヤーを出迎えた。また、事前予
約制の商談や試食も実施され、
出展者とバイヤーの会話も盛り
上がりを見せた。

タレント・VＴuber根本凪さんがYouＴubeで
JAはだの冷凍ゆで落花生「うでピー」を紹介！
　２月２０日より、ＪＡはだのが製造・販売する冷凍ゆで落
花生「うでピー」がＪＡ全農の産地直送通販サイト「ＪＡタ
ウン」で販売されている。同商品はＪＡ農産物直売所「は
だのじばさんず」やふるさと納税の返礼品で購入・入手
可能だったが、通販サイトへの進出は初めて。国内のど
こからでもその味わいを楽しむことが可能となった。
　「うでピー」は、地元の農家がおやつとして食べていた
塩ゆでの落花生を１989年に同ＪＡが商品化。秦野市は県
内生産量１位を誇る落花生の産地であり、掘りたてを新
鮮なうちに加工するため、濃厚なうま味と香りを楽しめ
る。ゆでることを「うでる」という同市の方言から「う
でピー」と名付けられ、３5年にわたり地域住民に愛され
てきた。

　販売開始に当たり、ＪＡタウン公式YouＴubeチャ
ンネル内「根本凪のお名刺交換させてください！」
で「うでピー」を特集。ＪＡタウン公式応援大使を務
めるタレント・VＴuberの根本凪さんが「はだのじ
ばさんず」を訪れ、商品の魅力をリポートした。
　特集動画は同チャンネルで公開中。北原慶徳店長
は「うでピーの魅力を全国の方たちに味わってもら
えるようになり、うれしい。根本さんの力も借りて、
地域へ受け継がれ
てきた味を若い人
たちにも伝えてい
けたら」と意気込
みを話した。

商品購入ページ
はこちらから！

秦野綜合工場　乾麺製造終了のお知らせ
　秦野綜合工場は令和６年３月末をもって製造を終了いたしました。同工場は１9３8年創業、
１9６１年に乾麺加工事業を開始し、現在の乾麺工場は１99１年に稼働しました。以降、全農
直営で唯一の乾麺工場として、地粉や国産原料、「名水百選」に選ばれた秦野市内の良質な水を使用した製品を
作り続けてまいりました。
　「エーコープ丸細うどん」は製造委託先を選定し販売を継続しますが、他商品は在庫限りで終売となります。
　長きにわたり秦野綜合工場ならびに製造商品をご愛顧いただき、ありがとうございました。


